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作物とも９月以降にはミナミアオカメムシが発生する。被害を避けるためには、寄生密

度の多いオクラでは先端部の蕾、ゴマでは若莢を切断、刈り取る必要がある。	
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りの良い場所に定植する。また、タバコカスミカメ密度上昇時には、シシトウ奇形果が生じる恐れがあ

るため、放飼量は 1～2 月に 100 頭/10a 程度とし、自然発生した場合には放飼する必要はない。 
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	 高刈りを行った処理区の畦畔は、夏季草刈り回数が 1回および 2回の場合ともに、慣行の低刈り処理
区と比べイネ科植物（雑草）の植被率が低下する傾向にあった。この傾向は 2年連続した処理を行って
も同様であり、高刈りによってイネ科植物の植被率が低下し、アカスジカスミカメをはじめとするカメ

ムシの飛来と増殖を抑制する効果が高いと考えられる。草刈りを行わない無処理区も低刈り処理区より

イネ科植物の植被率が低くなったが、広葉雑草の草高が１mを超えるほど高くなり現実的には推奨でき
る畦畔管理法ではない。今回の試験においては 2年間とも草刈り回数の多少は、イネ科植物の抑制効果
に対し大きな影響はなく、また連年効果についてははっきりしなかった。	

  高草刈りによりイネ科植物の植被率を抑制する技術は、既にイネ科植物が優占してしまった畦畔につ
いては効果が低い。またセイタカアワダチソウやクサネムなど大型化して、これらが水稲作やその後の

畦畔生態系に悪影響をおよぼす草種が多い畦畔では、導入には慎重に検討する必要がある。	
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